
未
開
社
会
の
す
べ
て
を
覆
っ
て
い
る
か
の
如
き
親
族
関
係
に
つ
い
て
は
、

あ
た
か
も
複
雑
な
パ
ズ
ル
を
解
く
に
似
て
い
る
が
、
レ
ヴ
ィ
ー
ス
ト
ロ
ー
ス

は
こ
れ
を
集
団
間
の
女
性
の
交
換
の
規
則
と
し
て
捉
え
、
交
叉
イ
ト
コ
婚
を

共
同
体
間
の
統
合
を
期
す
る
も
の
と
解
す
る
考
え
方
を
示
し
た
。
し
か
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民
の
親
族
組
織
に
は
二
分
組
織
、
四
セ
ク
シ
ョ
ン
組

織
、
八
亜
セ
ク
シ
ョ
ン
組
織
が
あ
り
、
な
ぜ
、
あ
ち
ら
で
は
二
分
割
で
あ

り
、
こ
ち
ら
で
は
八
分
割
な
の
か
の
発
生
要
因
を
説
明
し
え
ず
、
ま
た
、
部

族
概
念
を
同
じ
言
語
を
話
す
に
す
ぎ
な
い
単
な
る
言
語
共
同
体
と
し
て
し
か

提
示
し
え
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
Ａ
・
Ａ
・
イ
ェ
ン
ゴ
ャ
ン
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
沿
岸
か
ら
内
陸
の
砂
漠
地
帯
へ
向
か
う
に
つ
れ
て
、
部
族

テ
リ
ト
リ
ー
面
積
の
漸
進
的
拡
大
、
部
族
集
団
の
人
口
の
漸
進
的
拡
大
、
社

会
的
分
割
数
の
漸
進
的
拡
大
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
優
先
婚
が

有
効
に
機
能
し
た
場
合
の
人
口
数
を
数
学
的
に
決
定
し
よ
う
と
試
み
、
カ
リ

エ
ラ
型
の
セ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
で
は
お
よ
そ
五
三
○
名
、
ア
ラ
ン
ダ
型

函
家
族
史
研
究
と
私
の
関
心
画

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民
の

親
族
組
織
と
人
口
構
造

ｌ
多
元
的
法
体
制
論
の
前
提
作
業
ｌ金

城
秀
樹

の
亜
セ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
で
は
一
○
七
○
名
と
の
試
算
を
示
し
た
。
Ｍ

・
Ｊ
・
メ
ギ
ッ
ト
は
、
亜
セ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
ワ
ル
ビ
リ
族
は
お
よ

そ
一
四
○
○
名
で
あ
り
、
優
先
婚
に
従
っ
た
結
婚
は
九
一
・
六
・
ハ
ー
セ
ン
ト

と
報
告
し
、
同
じ
亜
セ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
ア
ン
グ
ラ
族
は
、
Ｍ
・
リ

エ
ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
五
七
・
九
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
そ

の
人
口
数
は
二
八
八
名
と
報
告
し
た
。
さ
ら
に
、
メ
ギ
ッ
ト
は
、
分
解
過
程

に
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民
社
会
に
お
け
る
人
口
数
の
変
化
が
、
セ
ク

シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
何
ら
の
変
更
も
来
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
、
セ

ク
シ
ョ
ン
を
婚
姻
ク
ラ
ス
と
把
握
す
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
た
。
で
は
、
か

か
る
社
会
的
分
割
が
存
在
す
る
意
味
は
何
か
。

Ｍ
・
ゴ
ド
リ
エ
は
、
未
開
社
会
に
お
け
る
親
族
関
係
の
多
価
機
能
に
注
目

し
、
親
族
が
、
政
治
関
係
宗
教
関
係
で
あ
る
と
と
も
に
、
生
産
関
係
と
し
て

も
機
能
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
親
族
関
係
を
最
終
審
級
と
し
て
の
生
産
関
係

と
し
て
取
り
出
す
作
業
を
行
っ
た
。
》
コ
ド
リ
エ
に
よ
れ
ば
、
狩
猟
採
集
民
に

と
っ
て
、
生
態
学
的
環
境
が
よ
り
悪
化
す
る
に
つ
れ
、
食
糧
資
源
の
入
手
可

能
性
が
破
局
的
に
な
る
危
険
が
増
し
、
地
域
集
団
（
ホ
ル
ド
）
の
存
続
の
た

め
に
は
、
一
層
広
範
な
地
表
の
う
え
で
の
移
動
性
の
増
大
と
も
に
、
隣
接
の

地
域
集
団
の
占
有
す
る
よ
り
好
ま
し
い
テ
リ
ト
リ
ー
ヘ
の
接
近
の
権
利
、
な

い
し
互
酬
的
保
証
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
厳
し
い
環
境
条
件
の
下

で
生
き
残
る
能
力
は
、
士
地
利
用
集
団
（
ホ
ル
ド
）
に
最
大
限
の
移
動
性
を

可
能
に
す
る
よ
う
な
、
地
域
集
団
の
組
織
に
お
け
る
あ
る
種
の
柔
軟
性
と
、

さ
ら
に
、
セ
ク
シ
ョ
ン
、
亜
セ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
多
数
の
個
人
を
あ
る
ネ

ッ
ト
・
ワ
ー
ク
で
結
び
つ
け
る
手
段
と
を
必
要
と
す
る
、
と
言
う
。
こ
れ
が
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互
酬
的
な
社
会
関
係
で
あ
り
、
可
視
的
に
は
親
族
関
係
と
し
て
示
さ
れ
、
こ

の
社
会
関
係
の
外
延
こ
そ
生
産
関
係
の
枠
組
承
で
あ
り
、
部
族
と
し
て
の
紐

帯
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
広
大
な
テ
リ
ト
リ
ー
に
散
在
す
る
同
一
部
族
内
の

地
域
集
団
が
、
遠
隔
の
地
域
集
団
に
接
触
す
る
こ
と
が
稀
あ
る
い
は
全
く
な

い
に
も
係
わ
ら
ず
、
ま
た
、
部
族
全
体
を
統
合
す
る
政
治
組
織
あ
る
い
は
権

威
が
存
在
し
な
い
に
も
係
わ
ら
ず
、
社
会
的
実
体
と
し
て
の
部
族
を
部
族
構

成
員
が
自
覚
し
て
い
る
と
の
Ｊ
．
Ｂ
・
バ
ー
ド
セ
ル
の
報
告
が
ゴ
ド
リ
エ
の

論
証
を
補
強
す
る
。
他
方
、
親
族
関
係
が
、
婚
烟
を
規
則
づ
け
、
儀
礼
活
動

の
社
会
的
枠
を
提
供
し
、
人
間
相
互
間
の
関
係
と
自
然
と
の
関
係
を
表
現
す

る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
図
式
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
Ｇ
・
Ｃ

・
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
ト
ー
テ
ム
出
自
帰

属
の
分
析
か
ら
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
機
能
は
儀
礼
的
実
践
の
う
ち
に
基
礎
を

お
き
つ
つ
、
他
の
全
て
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
に
依
存
し
て
お
り
、
世
界
秩
序
の

象
徴
的
再
生
産
は
、
所
属
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
の
固
有
な
課
題
を
遂
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
な
し
遂
げ
ら
れ
、
こ
こ
で
の
諸
個
人
の
互
酬
的
、
全
般
的
協

業
が
生
産
関
係
に
お
け
る
協
業
と
形
式
的
に
同
一
で
あ
る
と
し
、
親
族
関
係

に
お
け
る
生
産
関
係
と
上
部
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。

未
開
社
会
研
究
の
対
象
た
る
社
会
は
、
現
実
に
は
分
解
過
程
に
あ
り
、
早

く
も
ラ
ド
ク
リ
フ
ー
ブ
ラ
ウ
ン
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
狩
猟
採
集
民
た
る
原

住
民
の
賃
労
働
化
に
よ
り
、
従
来
の
生
産
関
係
も
破
壊
過
程
に
あ
る
。
文
明

と
の
接
触
に
よ
り
人
口
数
が
激
減
し
、
政
策
的
配
慮
に
よ
り
再
び
人
口
数
が

増
大
し
た
と
し
て
も
、
賃
労
働
化
と
い
う
下
部
構
造
の
変
化
が
従
前
の
原
住

民
社
会
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
妨
げ
、
儀
礼
の
復
活
が
集
団
の
文
化
的
同
一

意
識
の
再
確
認
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
機
能
は
従
前
と
同
一
の
も
の
で
は

あ
り
え
な
い
。
か
か
る
未
開
社
会
の
解
剖
に
よ
る
筆
者
の
関
心
は
、
法
人
類

学
の
中
心
課
題
で
あ
る
多
元
的
法
体
制
（
瘤
巴
巨
匡
３
房
ョ
）
に
い
う
国
家

法
と
固
有
法
の
二
重
構
造
を
如
何
に
調
和
さ
せ
る
か
と
い
う
困
難
な
問
題
状

況
の
な
か
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民
社
会
に
残
存
す
る
、
従
来
の
生
産

関
係
か
ら
遊
離
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
慣
習
法
の
存
在
意
義
、
資
本

主
義
法
た
る
国
家
法
へ
の
吸
収
の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
に
あ
る
。

（
札
幌
大
学
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
）
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